
 

 

 

 

  

水稲の中期管理について 
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水稲は、中山間地域では上旬、平坦地では下旬に出穂期を向かえ順調に生育しています。

これからが稲作栽培の本番です。この時期に多い問合せをＱ＆Ａでまとめました。 

Ｑ・穂肥のタイミングは 
Ａ・元肥一発肥料を使用されている方

は基本的には必要ありません。穂肥の

施肥適期は、ＩＢ4 号であれば幼穂が

２㎜（出穂 20日前頃）の時に１０a当

り２０kg。NK 特１４号であれば幼穂

が２㎜（出穂 20 日前頃）の時に 10a

当り 10Kg、その後 10 日後に 10 ㎏

を施肥しましょう。 

Ｑ・去年紋枯れ病が多発したが 

今年はどうしたらよいのか 
Ａ・去年は出穂後の高温多雨のため坪枯れが

出るほど発生しました。紋枯れ病の有効な治

療剤はありません。予防剤としてリンバー粒剤

（収穫 30 日前）、モンガリット粒剤（収穫 45 日

前）を出穂 20 日前頃（菌が水平伝染するころ）

に散布すると有効です。リンバー粒剤にはいも

ち病と同時防除剤としてコラトップリンバー粒剤

があります。モンガリット粒剤は「稲こうじ病」に

も効果があります。 

Ｑ・斑点米の原因になる 
カメムシの防除方法は 

Ａ・斑点米の原因になるカメムシの被害は水稲

の乳熟期に吸汁されることにより発生します。カ

メムシは乳熟期までは畔や周囲の草むらに生息

していますので、草刈りをできるだけ早くし、カメ

ムシの生息場所を除去してください。出穂期直前

に草刈りをするのは、カメムシを水田に追い込ん

でしまうことになり、被害が増大します。防除薬

剤としては「スタークル粒剤」があります。出穂後

7 日頃（乳熟期）に散布しましょう。いもち病との

同時防除で「イモチエーススタークル粒剤」があ

り散布適期は出穂 5日前頃です。 

 

Ｑ・キシュウスズメノヒエ・ 
アゼガヤの除草について 

Ａ・どちらも中干しが始まると、田の畔から

一斉に侵入してくる蔓性の雑草です。特

にアゼガヤはほうっておくと稲より草丈が

高くなり、稲の収穫期に障害が出ます。畔

に発生しているときは稲にはかからない

ようラウンドアップマックスロードやバスタ

液剤で除草しましょう。稲の間に伸びてし

まった場合は、その蔓が根づくまでにクリ

ンチャーＥＷ（収穫 30 日前まで）250 倍を

散布しましょう。 

Ｑ・水管理はどうしたらいいの 
Ａ・平坦部では中干しも終わり、水田に水をためる時期になります。中山間部・平坦部に関わら

ず、特に出穂期から開花期は十分水をためて深水管理をお願いします。深水管理により高温

障害の対策にもなります。 

 

http://www.irasutoya.com/2016/11/blog-post_20.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お問い合わせは、お近くのＪＡならけん営農経済センターへ 
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